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ビスイミダゾール修飾ピロールポリアミドを導入した修飾オリゴヌクレオチ ドの
合成と評価

○高橋 -晃1,秋月 俊介1,佐野 睦美1,釜池 和大l(l東京薬大薬)

【目的】マイナーグルーブバインダーのピロールポリアミド化合物を導入したオ

リゴヌクレオチ ド1は､相補なオリゴヌクレオチ ドと二重鎖を形成し､ピロール

ポリアミド部が A-T塩基対に対して選択的に結合することで､二重鎖の安定効果
をもたらす 1)｡本研究では､このピロールポリアミド部の末端に､RNA切断酵素で

あるリボヌクレアーゼ Aの活性中心を模したビスイミダゾール化合物を導入し､

新規機能を持つ修飾オリゴヌクレオチ ド2の合成と評価を行う事を目的とする｡

【方法 ･結果】ピロールポリアミド三

量体[FmocNH(CH2)4NH-Py｡-NH2]とビスイ

ミダゾール化合物 [HOOC(CH2)2C0-1m2]
を合成し､それらを縮合することでビ

スイミダゾール修飾ピロールアミド化

合物を得た｡これを用いたポス トシン

セティツク法による修飾オリゴヌクレ

オチ ド2の合成と､相補的なRNAに対

する切断能の評価について検討した結

果を報告する｡

1)Kawashlma,E.;Ohba,Y.;Terul,Y.;

Kamaike,K.Nucleosj'desNucleotl'des

Nuclel'cAcl'ds,2011,30,8501872.
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